
予算要求資料
令和2年度当初予算　支出科目 款：農林水産業費 項：畜産業費 目：家畜保健衛生費
	事業名　死亡牛保管施設整備事業費補助金


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

農政部　家畜防疫対策課　防疫指導係　電話番号：058-272-1111（内2886）

　　　　　　　　　　　　E-mail：c11449@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　        　　　2,270千円（前年度予算額：　　　0円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産
収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	2,270
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	2,270

	決定額
	2,270
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	2,270


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
・平成１３年９月の牛海綿状脳症（以下、BSEという。）の発生を踏まえ、平成１４年にBSE対策特別措置法に基づき、２４ヶ月齢以上の死亡牛全頭のBSE検査が義務付けられた。BSE検査後、陰性牛のみが死亡牛専用処理施設へ搬入が可能で、陽性牛は家畜保健衛生所での償却が義務付けされているため、BSE検査結果が判明するまでの間、死亡牛の腐敗が進まないように死亡牛保管施設を整備した。
・その後、検査対象月齢はBSE発生リスクの低減等を踏まえ、平成２７年度からは４８ヶ月齢以上、令和元年度からは９６ヶ月以上となった。

　・死亡牛保管施設は設置から１６年が経過し、冷却配管等の腐食によるガス漏れ等が度々発生し、修理や入れ替えにて対応してきたところであるが、令和２年には冷媒ガスが製造中止になるため、今後の修理が困難となる。
（２）事業内容

生産者団体（全国農業協同組合連合会岐阜県本部、岐阜県酪農農業協同組合連合会、（一社）岐阜県配合飼料価格安定基金協会）による死亡牛保管施設の冷却ユニットの入れ替えに対して助成を行う。
（３）県負担・補助率の考え方

事業費負担　県１／２以内
（４）類似事業の有無
　　　無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	補助金
	　2,270
	死亡牛の保管冷却ユニット入れ替えの補助

	合計
	2,270
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ
家畜伝染病予防法、牛海綿状脳症特別措置等に基づく検査体制の整備とリスク管理体制の確立。
（２）国・他県の状況

　　　近隣県（静岡県、愛知県、三重県）において死亡牛保管施設は家畜保健衛生所に設置、管理されている。
（３）後年度の財政負担
なし
（４）事業主体及びその妥当性
（ア）事業実施主体　全国農業協同組合連合会岐阜県本部

　　（イ）事業主体の妥当性　
　　　　・県域畜産生産者団体の中心的存在であり、最も多くの牛飼養農家を包括する。

　　　　・家畜の流通、販売、飼料販売率等、幅広く畜産に関与している。
県単独補助金事業評価調書
	□  新規要求事業

	■  継続要求事業


	補助事業名
	死亡牛保管施設整備事業費補助金

	補助事業者（団体）
	全国農業協同組合連合会岐阜県本部等
（理由）
生産者団体が助成することにより、死亡牛処理に対して責任を有することになり、確固たる死亡牛検査体制が確立されるため。

	補助事業の概要
	（目的）
死亡牛の円滑かつ適正な処理及びBSE検査の円滑な実施を推進するため、死亡牛処理施設を整備し、良好な家畜衛生及び環境の維持を図り、もってBSEのまん延防止措置を図る。
（内容）
生産者団体による死亡牛保管施設の冷却ユニットの入れ替えに対して助成を行う。

	補助率・補助単価等
	定額・定率・その他（例：人件費相当額）
（内容）１／２以内
（理由）
BSE特措法に基づく基本計画において、県等は、死亡牛の届出等に基づくBSE検査を適切に実施するための体制整備をする必要がある。

	補助効果
	県内の死亡牛BSE検査が確実に実施され、死亡牛処理施設への搬入も保冷施設の整備により腐敗が防止でき確立される。

	終期の設定
	終期　令和２年度

（理由）
BSE対策の整備は迅速に行うべきものであるため


（事業目標）
	県のBSE検査体制を万全なものとし、本件の畜産経営の安定を図る。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前

(R1年度末)
	目標

(R2年度末)
	目標

(終期)

	BSE発生農場
	0
	0
	0


	
	H28年度
	H29年度
	H30年度
	R1年度
	R2年度

（要求）

	補助金交付実績
	千円
	千円
	千円
	(予算額)

千円
	(要求額)

千円

	指標①目標
	
	
	
	
	

	指標①実績
	
	
	
	(推計値)


	(推計値)



	指標①達成率
	％
	％
	％
	(推計値)
％
	(推計値)
％


（前年度の成果）

	


（今後の課題）

	今後も、安全・安心な畜産物を供給するために適切な家畜の生産がなされていることの確認のため、検査が必要であり、検査体制の整備も必要となってくる。


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
　○：必要性が高い　　△：必要性が低い

	(評価)
○
	家畜伝染病予防法、牛海綿状脳症特別措置法等の事務の執行のため、本事業の実施が必要。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）
　○：概ね期待どおりまたはそれ以上の成果が得られている

　△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

	

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）
　○：効率化は図られている　　△：向上の余地がある

	(評価)

	


（事業の見直し検討）

	


（終期到来時の翌年度以降の事業方針）
	継続・削減・統合・廃止
（理由）

防疫体制の強化は迅速に行うべきものであるが、疾病の発生動向等によって検査体制が変更される可能性があるため、必要に応じて検討する。


